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だれでも・すぐに、
横断的な販売戦略

データ分析が始められる

データを誰にとっても⾝近なものにする

データコラボレーションツール

FY22-2Q振り返り[マーケティング(GA4)×セールス(Salesforce)]
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株式会社Srush
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設⽴ 2019.11.21

所在地 東京都中央区⽇本橋⼀丁⽬4番1号⽇本橋⼀丁⽬三井ビル

代表取締役 樋⼝ 海

事業内容 データコラボレーションツール「Srush」の提供/運営

資本⾦ １.5億円（資本準備⾦含む）

投資会社

外部評価
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Purpose Vision

Purpose

顧 客 を ⾶ 躍 的 な 成 ⻑ へ と 導 く

Vision

デ ー タ を 誰 に と っ て も ⾝ 近 な も の に す る
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⾶躍的な成⻑に繋がる、データ分析の理想
データを誰にとっても⾝近なものにすることで、組織と⼈とデータをコラボした最強のデータドリブンな
組織が⽣まれ、⾶躍的な成⻑が実現する

⼀部の組織や⼈が属⼈的に分析を⾏う
限定的な影響範囲に留まるため、
⾶躍的な成⻑には繋がりにくい

組織を跨ぎ、担当者単位で再現性の⾼い分析を⾏う
あらゆる階層で⾃発的に成⻑に向けた縦横無尽な分析が

⾏われることで⾶躍的な成⻑に繋がる
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お客様の成⻑をデータからサポート
複数部⾨・複数ツールに散在しているデータを統合・集計し、だれでもすぐにデータ分析が始められます

組織を
コラボする

⼈を
コラボする

データを
コラボする

クラウドサービス
ID単位で利⽤可能
全社状況を⾒える化

エンジニア不要
ノーコード
SQLいらず

豊富なデータ連携先
ビッグデータ対応
いつでも新鮮データ
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データを統合できない

データ分析の課題
エクセル/スプレッドシートでのデータ統合や集計作業に限界があり、要因分析を始められない
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p 複数ツールにアクセスし、⼿動でエクスポートのうえ加⼯する

必要があり、⼤変

p エクセル/スプレッドシートの処理能⼒に限界があり、⼤量デー

タの統合が実質不可能

p データ加⼯、DWHの構築にエンジニアスキルが必須だが、⾃組

織にできる⼈間がいない

エクセル/スプレッドシートの限界

p エクスポート&集計をする⼯程で余計な⼯数がかかってしまう

p エクセル/スプレッドシートでは動作が重く、集計作業に耐えら

れない

p 関数が複雑化し、担当者にしか理解できない

p 変更の影響が⼤きく⼀度壊れてしまうと分析困難かつ、修正が

困難
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Srush導⼊後の仕組み
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複数データの取得から統合・集計・分析までをノーコードでだれでもすぐに始められます

⼈⼒

データ分析データの集計データの統合データの取得

各ツールから
CSVで

毎回DL

DLした各種データを
エクセルに

コピペ&コピペ作業

関数に関数を
重ねることで

⾒たい表の完成

可視化が終わり
要因分析に着⼿す

るも時間が、、

⼀度連携すれば

⾃動取得
複数データを

簡単に統合
エクセルライクに

表で集計
すぐに

要因分析
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Srushのベース機能

8

「だれでも・すぐに」データの取得→データの統合→データの集計→データのグラフ化までを実現すること
で、要因分析に集中できるようになります

ビッグデータ対応基盤（クラウドデータウェアハウス)

ノーコード
データ連携機能

エクセルライクな
データ加⼯機能

データ
ビジュアル化機能
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ノーコードデータ連携機能
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100種類以上のサービスと、クリックだけで接続が可能（設定後は⾃動で最新化）

クリックのみで
⾃動データ連携

参照期間の
指定が可能

データの項⽬指
定が可能

全エクスポートではなく、分析に
必要な分だけ抜き出すことが可能

リード

商談

受注

失注
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エクセルライクなデータ加⼯機能
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エクセルに似た画⾯上で、クリックだけで各種DBのデータを複合的に統合・加⼯できる

FY22-2Q振り返り[マーケティング(GA4)×セールス(Salesforce)]

既に使えるデータ
をクリックで出⼒

可能

エクセルライクに
データの確認が可

能

クリックのみで
⾃動データ連携

データの追加が
3クリック︕
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データ加⼯機能で作成したデータテーブルを、グラフ形式でのビジュアル化も可能

データビジュアル化機能(オプション)

データセットを
選ぶだけ︕

30種類の
ビジュアル
タイプ︕

グラフ上で詳細の
確認が可能
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株式会社オンリーストーリー様
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決裁者マッチングプラットフォーム〜ONLY STORY〜の運営
#SaaS #データ量多い #Spreadsheet限界

導⼊前

導⼊後

☹ ⼈⼒によるデータ収集など⾮効率な作業が負担になっていた

☹ 各種データの統合、加⼯作業の負担が⼤きかった

☹ 営業担当者とのデータ共有が不完全

主なデータソース

☺ ⾃動最新化、⾃動データ取得により作業⼯数が減った

☺ データ加⼯の⼯数が圧倒的に減った

☺ 担当者の得意領域など今までできなかったデータが⾒えるようになった
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株式会社TRiCERA様
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現代アートのグローバルマーケットプレイス開発・運営
#マーケットプレイス #データ幅広い #SFAレポート限界

導⼊前

導⼊後

☹ 経営管理上必要な数字を整備し、管理するのに時間がかかっていた

☹ ボトルネックや異常値、特異点を⾒いだすのに時間がかかっていた

☹ 他ツールも含めて検討していたが、データの統合・加⼯で苦戦していた

主なデータソース

☺ セクションごとにダッシュボードを簡単に構築できる

☺ 様々な軸で可視化し、新たな発⾒につながる分析が可能になった

☺ データ取得→統合→加⼯までSrushでスムーズに実現できた
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ドキュメントによる案内だけではなく、Chat＋MTGで導⼊初期は毎週フォロー

オンボーディングプログラム

継続ご利⽤振返り初期分析使い⽅講座キックオフ

1ヶ⽉ 2ヶ⽉ 3ヶ⽉

各種ドキュメント

Chatによる⾮同期コミュニケーション

MTGによる同期コミュニケーション


